
令和5年度 STI課題研究  数学分野521班 

「COVID-19」と「数学」 

〜統計でみる宮崎県の医療〜  
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.Abstract.

 この研究をしようと思ったきっかけは、2023年1月の宮崎県の人口10万人当たりの新型コロナウ

イルス感染者数が全国1位になったというニュースを聞き、疑問に感じたからだ。本研究ではまず

宮崎県の新型コロナウイルス感染者推移について分析を行い、そのことについて宮崎県と似た傾

向を持つ4つの都道府県を見つけた。次に、具体的に感染拡大の要因について調べ、「飲食店

事業所数」と「新型コロナウイルス感染者数」には強い負の相関があることが分かった。つまり、10

万人あたりの新型コロナウイルス感染者数と強い相関を持つ要因が人口密度以外に存在してお

り、宮崎県の感染者数推移と似た傾向を持つ都道府県にも、その傾向が共通する。 

.Keyword.  相関係数 /COVID-19  

１．序論 

（１）研究背景 

 2023年の1月、宮崎県の人口10万人当たり新型コロ

ナウイルス新規感染者数が全国1位であるというニュ

ースが取り上げられ、疑問に感じた。 

（２）研究の目的 

 新型コロナウイルス感染拡大の背景にある、人口密

度以外の要因を分析することで医療や地域への見識

を深めることができるため本研究を行う。 

（３）過去の研究成果 

 群馬大学 大学院医学系研究科（2020）「都道府県

ごとの新型コロナウイルス（COVID-19）累積感染割合

と人口密集度の指標と関連に関する研究」で、人口密

集度だけでは説明できない地域があると分かった。 

（４）研究仮説 

 宮崎県は人口密集度だけでは説明できない地域に

該当するのではないか。 

 人口密集度以外に強い相関の要因(地域特性)が存

在するのではないか。 

 その傾向や同様の特性を持つ他の地域にも共通す

るのではないか。 

２．調査方法 

（１）材料 

  パソコン 

（２）実験方法 

実験Ⅰ 

 ① 2022年1月～2023年5月の都道府県別10万人

当たりのコロナ感染者数についてのデータを集める。 

 ② 慶応義塾大学の濱岡教授から提供していただ

いた「COVID-19 対策の諸問題（4）都道府県による

対策の評価試論」をもとに宮崎県の医療体制につい

て分析する。 

 ③ ①②から得たデータをもとに宮崎県の感染状況

を次の観点で検討する。 

 ・①から感染者数の推移を示すグラフを作成し、グラ

フにおいて、宮崎県と似た形と なっているか、いない

か。 

 ・②から得られた指標が宮崎県と同じ、または優れて

いる、 または劣っているか。

実験Ⅱ 

結果Ⅰをもとに「医療事業所数」「飲食店事業所数」と

の相関係数、グラフを分析する。 
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３．本論 

（１）実験結果Ⅰ 

 新型コロナウイルスの感染者推移のグラフと 

「COVID-19 対策の諸問題（4）都道府県による対策 

の評価試論」の分析結果の表

 上の表より、宮崎県と感染者数のグラフの形がにて

いる、かつ、「COVID-19 対策の諸問題（4） 都道府県

による対策の評価試論」をもとにした、ランクが同じぐ

らである都道府県は、岩手県・香川県・長野県・熊本

県であることが分かる。 

（２）実験結果Ⅱ 

     ①のグラフ          ②のグラフ 

 ①のグラフから10万人当たり飲食店事業所数とコロ

ナ感染者数には-0.56とかなり強い負の相関係数があ

ることが分かった。 

 ②のグラフから10万人当たりの医療事業所数とコロ

ナ感染者数には0.014と、相関がないことが分かった。 

（３）考察 

 ①のグラフについて、10万人あたりの飲食店事業所

数がすくないということは、店舗あたりの集客人数が少

ないと考えられるため、負の相関になったと考えられ

る。  

 ②のグラフについて、医療事業所数は新型コロナウ

イルスの感染者数に直接的な影響を与えないため、

ほとんど相関がないと考えられる。 

４．結論 

  実験結果Ⅱのグラフより、宮崎県の人口10万人当

たりの新型コロナウイルス感染者数が大きくなった要

因として、飲食店事業所の集客人数の少なさが考えら

れる。 

 また、宮崎県と同様の感染者数推移を持つ岩手県、

香川県、長野県、熊本県においても同じ傾向が見ら

れる。 

 つまり、宮崎県の新型コロナウイルス人口10万人当

たりの感染者数が1位になった期間における感染者数

と強い相関を持つ要因は人口密度以外に存在し、そ

の傾向は宮崎県と同様の特徴を持つ他の都道府県と

共通する。 

５．課題と展望

 本研究は日本に限って研究を行ったため、今後は

世界各国の地域との比較研究を行い、要因を詳しく

分析したい。 

 宮崎県と比較する県を選んだ際に、目視でグラフの

類似点や相違点を判断したため、グラフ選抜の根拠

を強めるために、「相互相関関数」を用いたい。 

 また、「重回帰分析」を用いることで、飲食店数や医

療事業所数のような、要因の正確性を強めたい。 
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